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図２　発電コストの比較
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図１　原子力発電の費用
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 (
■
上図からわかる事
■
)
 (
【図１】
原子力発電を運営するために想定されるコストには４つある事。
)


 (
●バックエンド費用
) (
図３　バックエンド費用
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 (
この費用は原子力発電固有のものであり、全体で
１８兆８８００億円
のコストがかかっている。
)









 (
●開発費用・立地費用
開発費用・立地費用として、国の予算
からエネルギーに対する費用はほぼ原子力
を中心にかかっている。
) (
図４　国のエネルギー予算に占める割合
)[image: ]











 (
電源
交付額（億円）
比率
原子力
6251.17
68.4%
火力
2498.99
27.3%
水力
352.65
3.9%
地熱
13.63
0.1%
その他
21.15
0.2%
合計
9137.59
図５　電源三法交付金交付額
) (
■電源三法交付金とは■
原子力発電所などの発電所建設を進めるために、
電源開発促進税法
、
電源開発促進対策特別会計法
、
発電用施設周辺地域整備法
に基づいて、電気料金に上乗せされている電源開発促進税をもとに、国が発電所周辺の自治体に支払う交付金。
)
 (
７割
)








 (
図６　財政支出単価
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 (
図２・図６を総合的に見た結果
)









 (
図７　総合的な発電単価
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 (
発電運営費と立地・設備コストを総合的にみた結果、原子力発電は発電の中で最もコストがかかるものである事がわかった。それに加え、事故後の被害額・被害補償額が上乗せされる事を考えると、リスクだけでなく、コスト面でも原子力発電を薦めていく理由がない。
)









 (
おまけ
１
■揚水発電とは
揚水発電とは、上部調整池と下部調整池を造り、
電気の消費が少ない夜間に経済的な深夜電力を利用して、
上部調整池へ水を汲み上げておき、電気の消費の多い昼間に
上部調整池の水を下部調整池に落として発電する方式
■揚水発電と原子力発電の関係性
原子力発電はこまめに出力を
ON
・
OFF
すると不安定になり、
危険であることや、建設コストが高く燃料費の割合が低い事から
２４時間フル出力で運転するのが一番効率的である。
しかし、原発を作りすぎた結果、夜間や正月休みなどの電力使用
が少ない時には、原発だけでも電気が余ってしまう。
そこで余った電力を消費するために揚水発電所もセットで作られている。
)
 (
次回はスマートグリッドについて発表します。
) (
原子力を廃止すれば電力不足になると言うが、
図２４をみると、発電設備の量と実績からみて、原子力発電の利用率をあげる一方、水力・火力の発電設備は５割以上余っている。
) (
『電気は貯めておけないので、一番たくさん使う時にあわせて発電設備を準備しておく必要がある。だからやはり原子力発電は必要だ』
と、国や電力会社は言うが、図２５をみると、最大需要電力量が水力＋火力の発電設備量を超えた事はほぼない事がわかる。
)[image: ][image: ] (
おまけ２
) (
図８　揚水発電の仕組み
)[image: ]
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